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カ パノリ雄性繁殖器 官につ いて

JlI 1:工彦栄~:-

H. OHMI: On the male reproductive organ of G?・αc'ila.riαt.extoγ必

筆者の手許にある 30個体余りの本州各地産カノミノリの脂業標本中には

維の植物体と認められるものは見当らなかった。所が 1954年 10月の本学部

の学生，志尾 若君が北海道大学忍路1:臨海笑l験所(北海道志路;p，j¥塩谷村所在)

附近で採集した 2個の)j昔葉桜木の中の l倒は，発育の極めて初期のHk態にあ

る雄性器官を有することが認められたので，更に新鮮な材料を料るため，筆

者は 10月末から 11月初めにかけて忍路へ採集に出かけた。幸にもその頃，

カノミノリは非常に盛富に繁茂 していて，雌，雄及び四分胞子体の何れをも多

数採集する事が出来た。忍路湾内ではi/リゴ乙1，立岩険潟j儀附近の波の

古Fかな場所の，水深 3'O~60cm イ立の平坦な岩の上に， フνスジモク， フνッ

ナギ;tキツノ リ， ツノマタ， ワツナギソクなどと混生 して鮮落を形成して

バ 北海道大砕水産拡官1;
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~lî幻カパノリの~~íd.g:繁袖 .:1;平宵に ji，主ν 、 て 17 

いる。 稲厄氏 (1933)は，“生殖器官は 9月から見られるが，四分胞子まーを有

するものは甚だ少しJ'と報告しているが，採集H寺期がちがうため と思う。 lJ昔

葉を作るために撰別した体形の整った 20個体について検鏡した所，1Hif: 5， :Mt 

6，四分胞子体 8，未熟 1の割合であった九 それ等の詳細な解剖学的観察に

ついては，別の論文 (1955)に譲り ， ここには雄の生殖案の構造を報告 し， あ

わせてカパノリの学名について考察 して見たい。

維の植物体は，稀には他のものに比べて体の一部が少 しく色がうすく ，

ピンク色を呈することがある外は，ー般に殆んど肉眼点?とは識別し得ない。

雄，'1生殖実は体の全面に密に散在 し， 皮!冨中に浅く陥没した小室てう 初めは

個々別々であるが，後には互いに合流 して大きくなる。

表面から観察する と， 色素をもった表皮細胞が散在する間に無色の生殖

築が買える。 Spermatia は直径 2~3μ である(図 1 ， A ， B)。 体の横断面で見

ると生殖実は浅い盃形又はlllL燃の

くぼみで，体表面と直角の方向に

細長くのびた皮厄細胞に固まれて

し、る。

i単一の生殖誕の大きさは幅 20

A 深さ 17μ位あり ，内部にはj支

j晋細胞から変生した antheridial

branchesが束;¥えに密集している

(図 l，Cj。

さて，上記の鮒の生殖案の構

造は DAWSON (1949)の Gracilaria

vivesiiのものと全く一致する。

又袈果の構造に於ても，パレンキ

マ;伏のプラセジタ，果皮とプラセ

シタ との聞に栄養糸 を有 するこ

7可l侍口気温， 7J<. ifl~ を示すと

気 i見
8.00a.m. 

1954 11'-10月30f:1 10.8、C

10月3113 10.4 

11月 1日 11.2 

第1圏 カパノリの対I，it繁殖務官

A 表面iから見 た所。 皮暦iI:JII)1包のーl二世話i
のみを示す x210 

B 向上。 I支暦細胞と Aηthe1'id仰 を

矛ナ x380 

C 杭断面。 生:，7!1l~1 を示す x210 

* i!N.. 
4.00 p.m. 8.00 a.m. 4.00 p.m. 

14.0
0

C 12.90C 13.9"C 

13.0 12.7 13.0 

15.0 12.4 13.4 
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と ， 及 び IJq分 IJ包子 〉必の ~:I~j 山などに於ても両者の 11\1

には相、ιが児られない。カパノ リには体表面('C長

さ350μ，太さ 5/.1内外に述するM、色の毛が見られ

るが，HOWE (1911)の Gracilariavivesiiの〕官初

の記載には毛の事には触れていない。又DAWSON

(1949) は他のオゴノリ属の或るも のには毛を記j\î~

しているが，本濯には触れていない。

ただ外形的には， カバノ リの標本中には G.

vivesiiに比べて高IJ校の多いものや， 副校の基部

がf象者ーよりも京IIIく続れているも のが含 まれる点

や，G. vivesiiの中にはカパノ リに比べて 体形が

幾分相大で， 硬いj~1'.1惑のも のが混って見られる点

がちがうが，之は1京城に依る変化であろうと，DAWSONは筆者への私信中に記

している。 DAWSON (1949)はこの両者は同ー荏ではないかとの 疑問を抱いて

いるが，カパノ リには維が未記載のため，結論を得ないで今日に至っている。

筆者ーは両種の比較に依って，同一議であるとの結論に達 した。

さて，. G. textoriiの学名の来歴を見ると， 1867年に SURINGAR が

sρhaerococcus (Rhodymenia) textoriiと命名したものを， 1876年に J.

AGARDH が Gracilariatextoriiと改めたのである。一方 1911年に HOWE

は G.vivesiiを記載 したのであるが，上記のおっ果に基ずいて G.vivesii r土

G. textoriiの synonymとすべきものと考える。

尚カバノ リの学名に就いては， I河村博士は口本海藻楳品第 11扶 No.13 

(1899)及び日本藻知名説， 第 11医(1902)に明らかに Gracilariαiexlorii

(SUR1NG.) J. AG と記載し乍ら， 日本海採図説 (1900--1902)，日本藻類名払'，t鳥

2)仮(1916)及び日本海藻誌 (1936)の何れにも G.textorii SURING.と記載し，

遠藤博士も又，河ij:j主植物学 (1911)に同様に記載している。之は DE TCNIの

Sylloge AIgarum IV， 1900， p. 449に G.iextorii SURING.と記載されたもの

がそのまま引mされた事に基因するのではないかと考えられるが，11iJ記の学

名の経過から見て当然 G.iexiorii (SUR1NG.) J. AG.とすべきである。

終りに御指導御校閲を¥1易った時四郎先生に深謝すーると共に，アメ リカ太

平洋沿岸足並 のオゴノリ科植物のIJ昔葉1謀本の彪大なセ ットを 御 恵 贈頂いた 上

に，多数の文!被と有誌な助言を]聞いた DAWSON博士に涼謝の意を表 し度いゐ
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])!:に文献の貸与，取写並びに標本の剖愛~!;について詳Il}享主主、を頂いた雌 |王i 三郎

敬授，三浦昭対L 瀬木教授，阪井与志刈，梅崎 勇，八木繁一，ー大島勝太郎

の諸氏並びに走、)宅 壱君に御礼を lキ'Jニげ肢い。又本研究に要した貨問は昭和

29年度科学研究助成補助金から支出 した司1を問、l記する。
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オゴノリ科植物の成分の愛化について

近江彦栄“ 思田久仁男 π

H. OHMI & K. KURODA: On the chemical巴omponen七of

Gracilariaceous palants from various localities 

オゴノリは従来テ ングナをl原料とする;m天製造の混ぜヰとして利用され

北海道大経水深患部

部 北泌泣l正水深研究所
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